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(1)研究テーマ

日本各地で踊り継がれている民族舞踊の楽しさや，その歴史・価値について学び，運動会等で

の表現運動のとりくみや地域との交流の場にいかし，指導力向上を目指す。

(2)研究経過及び具体的な取り組み

研究の概要

① 民舞表現運動の学習会・練習会…踊りの生まれた背景・歴史・人々の願い等を学び、そ

の踊りの動きやリズムを習熟すると同時に、民舞の楽しさを実感する。

② 踊りの講習会の実施及び参加

③ 運動会等での表現運動のとりくみ・指導方法等の実践交流

④ 地域団体を招いての講習会や民舞ビデオ等による新しい踊りの発掘・研究

⑤ 地域行事（お祭り、イベント等）への参加

⑥ 幼稚園・保育所との民舞表現運動を通しての交流・連携など

以下にその経過と具体的な取組を報告する。

① 民舞表現運動の学習会・練習会

6月24日（金）南中ソーラン練習会（於：精道小学校）

8月22日（月）23日（火）24日（水）25日（木）26日（金）

よさこいソーラン練習会（於：精道小学校）

9月30日（金）10月5日（火）

スクールソーラン・花笠踊り・エイサー練習会

「南中ソーラン」「よさこいソーラン」（北海道）花笠踊り（山形県）エイサー（沖縄県）につ

いての練習会を実施。今年度よりあたらしいメンバーも入り、改めてその踊りの生まれた背景や

人々の願い，歴史を学んだ。また、実際にその踊りの練習を重ねることによって，民舞表現運動

の楽しさを実感することができた。

② 踊りの講習会の実施及び参加

8月5日（金）「月桃の花」歌舞団主催エイサー講習会に参加（於：宝塚市立スポーツセンター）

「エイサー」の基本の動きについて学習し直し、同時に新しい演目「ミルクムナリ」にとりく

んだ。沖縄県出身の講師の先生の指導のもと，沖縄の歴史や戦争の話を通して、エイサーに込め

られた人々の願いも学ぶことができた。

8月24日（水）よさこいソーラン「よっちょれ」講習会実施（於：宮川小学校）

市内の小中学校に呼びかけて参加者を募り，講習会を実施。5名の児童・保護者の参加のもとよ



さこいソーラン「よっちょれ」を体験していただいた。研究チームのメンバー4名で指導にあたり，

発表の場も設けることで参加者に非常に喜んでいただけた。特に子どもたちからは，「また来年も

参加したい。」「もっと難しい踊りにチャレンジしたい。」といった感想が寄せられた。メンバー一

同，民舞の広がりに非常に手ごたえを感じることのできたとりくみとなった。

③ 運動会等での表現運動のとりくみ・指導方法等の実践交流

今年度の運動会や文化発表会でも，研究チームのメンバーが各学校で「南中ソーラン」「花笠音

頭」等を表現運動として取り入れ，指導・発表することができた（市立小中学校11校中9校で実施）。

例年に引き続き市内各校において，民舞表現運動が運動会・文化発表会の定番として取り入れら

れ，地域・保護者の好評を得ている実態は，チームとしても活動のやりがいを感じている。

それらを受け，運動会の交流会を11月2日（水）に実施。各校の取り組みを映像を通して交流し，

成果や課題を見出すことで，今後の民舞表現運動チームの活動につなげていく共通確認ができた。

④ 地域団体を招いての講習会や民舞ビデオ等による新しい踊りの発掘・研究

⇒研究の概要②報告参照。地域団体を招くには至っていないが，講習会等に参加。

⑤ 地域行事への参加

10月9日（日）「こくさいひろば芦屋設立5周年のお祝い会」出演（於：芦屋浜地区センター）

「こくさいひろば芦屋」は芦屋市で暮らす外国人児童やその家族に対して，日本語支援を中心

に学習・生活支援をしていく団体である。その5周年に際して，会のオープニングの出演依頼があ

った。会では日本の踊りに限らず，韓国の太鼓やフランスやペルーの歌，アメリカのダンスなど

が披露され，まさに国際文化交流の場となった。外国人も含めた地域の方々に民舞を知っていた

だけた。今年度はあともう一つ，平成24年3月末に実施される「ふれあい芦屋マダン」に出演をし

ていくことを計画している。

⑥ 幼稚園・保育所との民舞表現運動を通しての交流・連携など

8月5日（金）芦屋市立緑保育所「よさこいソーラン」「花笠踊り」交流会

10月1日（土）芦屋市立緑保育所運動会視察

芦屋市立緑保育所が花笠踊りにとりくむにあたり，「子どもたちに実際の踊りを見せたい」とい

う保育所の先生方の願いで交流の場を設けた。また，花笠踊りに必要な「花笠」の作り方や踊り

方を先生方にお伝えした。昨年度までの研究チームの活動が，少しずつ広がってきたように感じ

る。運動会では子どもたちの笠踊りを地域・保護者の方々に見ていただいた。小中学校と保育所・

幼稚園との交流の貴重な機会となった。


